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論文要旨

小林（2013）は，ダイコクコガネ（Copris ochus）の雄の体長と角の高さを分析する際に，回帰直

線を適合させた。本研究では，そのデータに対して，新たに S 字あるいはシグモイドと呼ばれる形

のロジスティック曲線を適合させた。小林（2013）は，適合度の指標として，決定係数 R2 を利用し

ているが，非線形回帰の場合は決定係数では適合度を評価できない（井口， 2013a，2013b）。そ

れゆえ，直線とロジスティック曲線のどちらのモデルのほうが良いと言えるのか，赤池情報量規準 

AIC （Akaike's Information Criterion）を用いて検討した。

回帰分析の結果， AIC の値からは，ロジスティックモデルのほうが適合度が高いと判断された

（図 1）。さらに，回帰残差に対して，3 次関数を適合させ，残差変動を調べた。直線回帰の残差変

動は，3 次関数の係数がいずれも有意であったが，ロジスティック回帰の場合は，そのいずれも有

意ではなかった。したがって直線回帰では，データが直線の上下にランダムに分布していないと

判断された。

これらの結果から，ダイコクコガネの体長と角の高さの関係も，直線よりはロジスティック曲線で

表されると考えられた。ただし， Iguchi (2013) が明らかにしたように， コクワガタの大顎の変異で

は，ロジスティック曲線よりもむしろ不連続な 3 直線となった。それゆえ，様々な観点からの角や大

顎の変異の統計学的研究が必要である。
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図 1.  小林（2013）図 6 のデータに適合させたロジスティック曲線回帰と直線回帰.

Linear and logistic regression of horn height on body length in Copris ochus.

図 2.  図 1 の直線回帰とロジスティック曲線回帰の残差変動.

 Residual variation in linear and logistic regression of horn height on body length in Copris ochus.


